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ll)術前 予想と異なる所 賢aLI')ため clippi11g に

苦労 した前交通動脈壇の 1例

北沢 智二 ･早野 信也 ∴ ∴ 二･∴

症例は,31歳女性.数カi~摘]-に頭痛 ･晦吐の episodLl

があった.平成8年 9月23日就寝中をこ強い頭痛が出現し

畷吐した.近医を救急受診し,SAH を疑われ当料に紹

介人院.C'rでは sL1PmSellarcisternから IlnteLriot･

illtPrhemispheriefissul･Ctにかけ軽度た SAr-1を認め

た.Angiographyで ACom eomplexに動脈癌を認め

たが,Rt.AljuACom と Lt.Alju)ACom に neckを

有する2個の脳動脈感であった.側面像では互いの dome

の発端が接 しているようをこもみえた.また Alは左が

dominantであった.術前神経学的には,項部硬直と強

い頭痛のみであり,HuntandKosnik酢ade2であっ

た.

左前頭側頭開頭によりpterionalappI･OaChで行-た.

脳裏は比較的強し､SAIiを呈Lbrainは ＼･-Oluminous

であったが,liquoyの流出は良好であった.Lt.Alに

沿って ACom complexに至ると,Rt.AIA2ACom An.

の周囲l:Lは clotが多く存在しad_hesionも強か一･一たが､

Lt,AIA2ACom An.にはあまり C且otは多くなかっ

た,Rupturedsiteは,Rt.AIA2)An.で鼻一･.､た.

これらの動脈痛の domeは互いに toughに adhesion

していて,ACom と2つの domeの間に2個の clipを

いれるspaceはなかった.このような状況を術前 Angi0-

gTaphyからは予想しておらずどのようをこ処置すべきか

悩むこと;こなった.結局LI')とこ)'lRt.AIA2AComAn.

の domeに clipをかけ2J')の domeを sepal-ation し

て各々三･二neekclippingを行った.術後経過は良好で

ありまカ月後に神経学的異常所見なく退院した.

術前 Angiographyの注意深い読替壬を痛感 した1例
であった.
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【日的】脳動脈癌に対する脳血管内手術の手技,注意

点につき検討した.

【方法】対象は.脳血管内手術で治噂を行一'た脳動脈

475

癒62症例 (朗動脈壇上である.detachableballoonLDBl

及び interlockingdetachablecoilHDC)による親血

管閉塞術を39例 拍0動脈痛),ⅠDC による動脈癒塞殴術

を23例 は壌動脈痛)に施行した.

塞術は,DBを健周する場合,安全を期すため,原則的

に造影凱 Hlll.MA.造影剤の順に充填した3A,rの DBを

使用した.閉塞を行える血管の範囲が狭い症例には 江東二

が適するが.cr)ilnligrati｡n等を起こさぬよう適切な

径の選択が必要である.王DC による動脈癒塞栓術では,

ます shellとなる動脈噛径にはぼ･一致 した IDC を挿入

L.そLT)操各種 sizeの coilを挿入した.しかしIDC

が detiiehの瞬間に思わぬ動きをし.親血管内に migra-

tionする場合があり､rでtrieヽ,erによる回収や microbal-

1(1Onによる rLIPOSitionが必要となる.また塞栓時 mi-

croball()onの併用による migrationLT)予防も有用であ

ら.wi(k lleek症例においても microballoonを併増

した neckplastyが必要となる.また療内の coilが

密になってくると,detach緩 aym 部が,すでに癒内

にある coilに引っかかりco亘lを引き出してしまう可

能性もあり注意が必要である.以上の手技及び注意点を

中心に VDEO を提示する.

どちらを軽周するか検討が必要である.IDC による動

脈噛塞栓術は,lt:_確に十分な塞栓を行･')には､neckplasty

等の strate宮yを考慮する必要がある ,
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【目的】ヒト胎児脳組織を用し､た神経移植は既iこバー


